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大
正
八
年
六
月
十
九
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
亮
三
様

東
京
市
外
代
々
木
山
谷
一
一
一　

森
田
恒
友

拝
啓　

過
日
御
手
紙
を
頂
き
候
に
遂
々
御
返
事
を
怠
り
失
礼
致
居
所　

今
日
再
び
御

書
簡
を
拝
し
恐
縮
に
奉
存
候　

昨
今
霜
雨
連
日
の
折
か
ら
ご
清
適
の
趣
奉
賀
候　

過

般
御
拝
芝
の
后
迂
生
あ
ち
こ
ち
山
野
を
う
ろ
つ
き
廻
り
□
居
に
て　

一
向
に
落
ち
つ

き
て
筆
採
り
候
日
も
無
之
打
過
し
申
候　

年
々
首
夏
の
候
は
な
ん
と
な
し
日
を
送
り

候
事　

多
く　

汗
顔
の
至
り
に
不
堪
候　

さ
て
過
日
御
手
紙
を
拝
し
候
の
ち
実
は
未

だ
山
名
氏
に
面
唔
の
機
な
く
打
過
し
存
申
候
も
先
般
来
福
岡
の
方
に
出
張
忙
殺
さ
れ

居
る
由　

承
り
居
り
最
早
近
く
帰
京
を
さ
る
べ
く
会
唔
を
得
る
こ
と
ヽ
存
居
申
候�

御
預
か
り
相
成
居
候
画
帖
補
遺
の
儀
ヽ
遅
延
失
礼
に
御
坐
候　

愚
作
百
穂
氏
の
「
梢

練
」
の
傍
ら
に
差
出
で
候
事
甚
だ
僭
越
の
感
深
く
候
も
何
れ
相
認
め
可
申　

何
分
遅

延
御
仁
恕
奉
願
候　

七
月
初
旬
に
は
御
来
京
の
趣　

其
頃
は
迂
生
も
大
抵
在
宅
可
居

筈
に
存
じ
て　

お
立
ち
寄
り
被
下
べ
し
呈
上
候　

先
日
取
急
ぎ
御
返
事
傍
伺
貴
意
度

乱
筆
御
無
礼
仕
候　

拝
具　

六
月
十
八
日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

玉
案
下

大
正
八
年
十
一
月
三
十
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
亮
三
様

東
京
市
外
代
々
木
字
山
谷
一
一
一　

森
田
恒
友

拝
啓　

先
般
中
は
度
々
御
手
紙
を
頂
き
有
難
奉
存
候　

過
日
御
来
京
の
折
御
拝
眉
得

ら
れ
候
事
と
相
楽
し
み
居
候
と
こ
ろ
急
に
御
帰
西
の
由
あ
と
よ
り
山
名
氏
よ
り
伝
参

遺
憾
至
極
に
存
候　

愚
作
画
帖
ご
依
頼
の
儀
悪
筆
御
了
恕
被
下
度　

平
福
さ
ん
の
分

如
何
御
返
事
哉　

又
序
文
も
定
り
候
は
ゞ
御
満
足
被
下
候
は
　ゞ

嬉
し
く
奉
存
候　

本
日
山
名
氏
を
通
じ
拝
承
い
た
し
居
候
よ
り
遅
延
い
た
し
居
り
申
し
障
無
之�

近
き

う
ち
ご
覧
を
願
い
度
考
慮
い
た
し
居
候　

御
く
れ
ぐ
れ
悪
し
か
ら
ず
御
宥
し
被
下
御

様
奉
願
候
御
詫
旁
伺
貴
意
候　

匆
々
不
一　

十
一
月
二
十
九
日　

恒
友　

西
山
泊
雲

様　

御
机
下

大
正
八
年
十
二
月
九
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
亮
三
様　

御
直

東
京
市
外
代
々
木
山
谷
一
一
一　

森
田
恒
友

御
手
紙
拝
見
仕
候
昨
日
鳥
渡
平
福
さ
ん
に
面
唔
御
手
紙
の
件　

小
生
よ
り
相
願
申
候

「
何
と
か
相
考
置
可
申
何
れ
御
面
唔
の
折
相
運
び
可
申
由
」
申
居
ら
れ
候
就
て
は
此

次
御
来
京
の
折
御
持
参
被
下
度　

題
字
の
方
小
生
に
は
一
向
注
文
は
無
之　

内
藤
先

生
も
□
□
先
生
も
亦
芋
銭
氏
も
結
構
に
有
之　

之
も
平
福
さ
ん
に
御
面
唔
の
折
御
相

談
被
下
ば
結
構
に
存
じ
申
候　

誠
に
甚
し
き
愚
画
の
為
に
諸
先
輩
を
煩
は
し
御
事
喜

森
田
恒
友
　
西
山
泊
雲
宛
書
簡
　
翻
刻
㈠

�

増
　
渕
　
鏡
　
子
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悦
に
不
憶
候
も
亦
恐
縮
千
万
の
事
に
御
坐
候　

さ
て
御
地
の
御
噂
承
り
居
り
参
遊
の

意
あ
り
な
が
ら
な
か
な
か
意
に
任
せ
ず
若
葉
の
頃
に
て
も
一
度
山
陰
一
帯
を
見
度
と

も
存
じ
居
申
候　

小
生
の
如
き
野
人
は
都
よ
り
は
山
野
が
よ
ろ
し
く
候
も
何
処
も
冬

の
寒
さ
に
は
御
籠
居
の
外
無
之
候　

先
は
御
返
事
傍
得
貴
意
候　

敬
具　

十
二
月
七

日　

西
山
泊
雲
様　

玉
机
下

大
正
八
年
十
二
月
二
十
六
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
亮
三
様　

御
直
便

東
京
市
外
代
々
木
山
谷
一
一
一　

森
田
恒
友

拝
啓　

今
年
も
余
日
な
く
お
忙
し
き
御
事
と
奉
存
案
候　

さ
て
過
日
は
御
珍
ら
し
き

黒
豆
御
恵
送
に
預
り
奉
拝
謝
候　

過
般
御
手
紙
の
御
様
子
に
て
年
内
或
は
御
来
京
御

拝
眉
の
事
か
と
存
じ
遂
々
御
礼
打
怠
け
遅
延
失
礼
仕
候　

小
生
春
は
十
日
頃
ま
で
不

在
に
仕
べ
く
候
へ
ど
も
其
後
は
大
抵
在
宅
の
筈
に
有
之
候
間
御
立
寄
奉
願
候　

不
敢

取
御
礼
の
み
如
斯
御
坐
候　

敬
具　

十
二
月
二
十
六
日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

御

机
下

大
正
九
年
一
月
六
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
市
外
代
々
木
山
谷
一
一
一　

森
田
恒
友

賀
正　

大
正
九
年
元
旦

大
正
九
年
四
月
四
日
消
印
（
口
絵
１
）

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
亮
三
様　

御
直

東
京
市
外
代
々
木
山
谷
一
一
一　

森
田
恒
友

拝
啓　

度
々
御
手
紙
を
拝
し
候
処
遂
々
打
怠
け
御
返
事
も
差
出
さ
ず
失
礼
に
打
過
し

申
候　

昨
今
不
順
の
折
か
ら
御
障
り
も
御
坐
な
く
候
や
画
帖
題
字
の
事
全
く
小
生
の

怠
慢
に
有
之
御
詫
申
上
様
も
無
之
候　

実
は
平
福
さ
ん
に
凡
て
御
ま
か
せ
申
度
と
存

じ
居
候
間
今
度
御
返
送
の
折
は
打
ふ
さ
か
り
可
申
か
と
愚
考
仕
居
候　

何
卒
不
悪
御

了
恕
被
下
度　

罪
は
私
に
有
之
候
間
唯
々
御
詫
申
上
候　

山
名
氏
を
通
じ
て
の
長
幅

の
方
も
遷
延
の
し
ま
つ
に
て
も
之
れ
も
近
き
う
ち
に
は
御
目
に
か
け
度
念
致
し
居
候

　

近
来
何
や
ら
気
重
く
筆
と
る
こ
と
少
な
き
と
こ
ろ
へ
期
日
も
の
な
ど
に
せ
か
れ
不

本
意
の
御
無
音
に
て
申
訳
之
無
候　

御
詫
傍
間
度
得
貴
意
申
候　

草
　々

四
月
四
日

　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

御
侍
史

大
正
九
年
七
月
一
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
代
々
木
山
谷
一
一
一　

森
田
恒
友

拝
啓　

大
阪
よ
り
の
御
手
紙
只
今
拝
見
大
に
恐
縮
に
感
じ
申
候　

小
生
奈
良
附
近
に

彫
刻
な
ど
見
る
べ
く
二
十
三
日
に
奈
良
参
り
月
末
に
は
ぜ
ひ
帰
宅
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

と
有
之
為
に
二
十
七
日
に
帰
宅
仕
候　

尤
も
電
報
を
頂
く
様
の
手
順
に
相
分
り
居
り

候
へ
ば
も
う
一
日
止
り
其
上
に
て
一
日
に
て
も
二
日
に
て
も
御
邪
魔
に
参
上
す
べ
か

り
し
筈
と
打
悔
み
申
候　

態
々
奈
良
へ
御
越
し
被
下
候
事
何
と
も
恐
縮
に
存
候　

二

六
日
に
山
名
氏
よ
り
電
報
を
得
ざ
り
し
為
打
あ
き
ら
め
候
事
に
有
之
候
事
と�

も
一

つ
は
も
う
少
し
早
く
家
を
出
で
仕
ら
ば
独
り
に
て
も
御
邪
魔
致
さ
ん
考
え
も
候
へ
し

が　

目
伊
者
（
奈
良
だ
け
）
の
都
合
に
て
延
引
い
た
し
居
候
に
て
候　

何
分
此
度
の

と
こ
ろ
不
悪
御
ゆ
る
し
被
下
度　

必
ら
ず
参
上
の
機
を
得
度
楽
し
み
居
申
候　

此
度

残
念
に
も
機
を
失
し
候
間　

今
次
参
上
は
成
る
べ
く
ゆ
る
り
と
致
さ
ば　

時
候
慮
申

度
存
じ
念
い
た
し
居
申
候　

い
ろ
い
ろ
申
上
度
候
も
不
敢
取
御
詫
申
上
候
御
宥
察
奉
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願
候　

敬
具　

七
月
一
日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

御
机
下

拝
啓　

御
令
室
御
病
気
其
後
如
何
に
候
哉　

御
尋
申
上
候　

さ
て
二
十
六
日
に
奈
良

を
立
ち
候
あ
と
に
西
山
氏
態
々
奈
良
へ
御
立
か
け
被
下
候
と
の
こ
と　

今
日
御
報
に

接
し
唯
々
恐
縮
千
万
の
事
に
存
じ　

も
う
少
し
早
く
家
を
出
で
仕
ら
ば
独
り
に
て
も

十
二
日
御
邪
魔
せ
ん
か
と
も
考
居
り
候
へ
し
が　

何
分
此
度
は
機
を
失
し
残
念
に
候

　

何
れ
お
目
に
か
か
り
万
謝
申
上
候　

小
生
六
十
七
日
頃
ま
で
在
宅
の
筈
に
候　

御

令
室
御
大
切
に
御
遊
度
念
上
候　

七
月
一
日　

恒　

山
名
一
二
様
（
西
山
宛
書
簡
に

同
封
さ
れ
て
い
た
も
の
）

大
正
九
年
八
月
二
十
二
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
代
々
木
一
一
一　

森
田
恒
友

拝
啓　

残
暑
き
び
し
く
候
処
御
清
適
賀
申
上
候　

先
日
は
態
々
御
手
紙
に
て
反
っ
て

恐
縮
し
存
上
候　

愚
画
粗
扇
御
使
用
を
得
ば
幸
甚
に
存
候　

展
覧
会
も
毎
年
定
ま
り

仕
る
は
不
自
由
の
点
も
有
之
候
へ
ど
も　

責
任
も
感
じ
そ
れ
こ
れ
に
て
遂
に
御
無
音

不
悪
奉
願
候　

草
　々

八
月
二
十
二
日　

山
名
氏
目
今
帰
郷
の
こ
と
と
存
候

大
正
九
年
十
月
四
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
殿

拝
啓　

小
生
共
感
ず
る
處
あ
り
て
此
度
日
本
美
術
院
を
辞
退
致
候
茲
に
従
来
美
術
院

洋
画
部
に
対
す
る
御
高
誼
を
謝
す
る
に
臨
み
各
位
の
御
多
祥
を
祈
り
申
度
右
御
挨
拶

迄　

敬
具　

大
正
九
年
十
月
一
日　

小
杉
未
醒　

倉
田
白
羊　

長
谷
川
昇　

森
田
恒

友　

山
本
鼎　

足
立
源
一
郎　

西
山
泊
雲
殿
（
印
刷
）

大
正
九
年
十
月
二
十
五
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
亮
三
様

東
京
代
々
木
一
一
一　

森
田
恒
友

拝
啓　

漸
々
秋
深
相
成
申
候　

さ
て
今
月
三
十
日
頃
山
名
氏
同
伴
此
度
は
ぜ
ひ
御
邪

魔
申
上
度　

実
は
二
四
五
日
の
御
約
束
に
候
処
ど
う
も
例
の
延
引
の
も
の
持
来
せ
ね

ば
心
苦
し
く
為
に
遅
延
の
し
ま
つ
に
有
之
候　

参
上
の
折
は
必
ら
ず
持
参
仕
候　

御

笑
被
下
度
候　

近
々
御
拝
眉
万
謝
申
仕
候　

不
一　

十
月
二
十
五
日

大
正
九
年
十
一
月
五
日
消
印
（
は
が
き
）（
口
絵
２
）

丹
波
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

丹
後
久
美
浜
古
谷
に
て　

三
人

丹
後
に
て　

恒　

九
年
十
一
月
四
日
（
水
彩
画
）

大
正
九
年
十
一
月
八
日
消
印
（
は
が
き
）（
口
絵
３
）

丹
波
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
亮
三
様

恒今
日
山
名
氏
に
分
れ
竹
野
に
止
り
申
候　

幸
に
好
晴
に
つ
き
一
枚
出
来
そ
う
に
有
之

候　

九
日
夕
五
時
竹
田
着
に
て
再
び
拝
眉
致
度
存
居
候　

竹
野
旅
舎
に
て　

十
一
月

七
日　

竹
野
川　

恒
（
水
彩
画
）

大
正
九
年
十
一
月
十
七
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
代
々
木
一
一
一　

森
田
恒
友

こ
の
度
の
拝
参
御
所
用
中
御
邪
魔
申
上
且
つ
種
々
御
厚
情
に
接
し
誠
に
嬉
く
御
礼
申
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上
候　

殊
に
里
山
に
去
来
す
る
雲
煙
の
景
は
小
生
の
始
め
て
目
撃
せ
し
と
こ
ろ
に
て

自
分
の
進
路
に
一
つ
の
も
の
を
加
へ
候
様
相
覚
え
嬉
び
申
候　

小
生
昨
日
午
後
着
宅

い
た
し
小
屋
の
縁
に
日
南
ぼ
っ
こ
し
つ
ゝ
め
っ
き
り
東
京
の
寒
く
相
成
り
し
こ
と
を

感
じ
申
候　

奈
良
の
秋
も
存
外
に
よ
ろ
し
く　

春
日
裏
山
の
あ
た
り
す
ゝ
き
の
穂
白

く
な
か
〳
〵
画
意
動
き
候
為
め　

二
日
を
巡
り
手
帳
ス
ケ
ッ
チ
を
試
み
て
参
り
候　

一
日
は
秋
篠
唐
招
提
寺
の
辺
を
う
ろ
つ
き
申
候　

天
平
初
期
の
彫
像
は
小
生
の
脚
を

奈
良
に
運
ば
せ
る
最
大
の
も
の
に
御
座
候　

あ
の
渾
然
と
し
て
大
な
る
温
か
き
芸
術

は
何
故
彼
期
以
後
消
滅
せ
し
も
の
に
や　

な
ど
毎
日
想
ふ
こ
と
に
御
座
候　

扨
て　

先
日
御
約
束
申
上
候
愚
作
横
物　

今
朝
書
斎
を
か
き
ま
わ
し
候
と
こ
ろ
出
で
参
り
申

候　

今
更
あ
ま
り
進
ま
ぬ
こ
と
に
候
も
御
約
束
に
も
あ
り　

先
日
申
上
し
通
り
画
稿

同
様
の
意
味
に
て
兎
も
角
御
目
に
か
け
可
申
両
三
日
中
発
送
申
上
べ
く
候　

来
年
は

ぜ
ひ
〳
〵
晩
春
初
夏
の
候
に
頼
し
申
度
候　

御
邪
魔
も
申
度　

又
一
人
黙
然
と
山
に

向
ふ
快
も
楽
し
み
に
い
た
し
候　

末
乍
御
令
室
様
に
も
宜
し
く
御
鶴
声
御
下
度
願
入

候　

敬
具�

十
一
月
十
五
日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

御
机
下

大
正
九
年
十
一
月
二
十
二
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
亮
三
様

拝
啓　

昨
日
閑
庭
御
贈
申
上
候　

御
笑
覧
願
上
候　

小
生
帰
来
病
父
看
病
等
に
日
を

送
り
居
り
落
ち
つ
き
不
申
失
礼
致
居
候　

今
日
御
手
紙
拝
見
致
し
未
だ
其
後
山
名
氏

に
面
唔
不
仕
候　

十
一
月
二
十
一
日　

東
京
代
々
木　

森
田

大
正
九
年
十
二
月
十
四
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
亮
三
様

東
京
市
外
代
々
木
山
谷
一
一
一　

森
田
恒
友

拝
啓　

急
に
お
寒
く
相
成
り
当
地
に
も
過
日
八
寸
ほ
ど
積
雪
庭
の
外
未
だ
解
け
や
ら

ず
候　

小
豆
御
恵
送
難
有
拝
手
仕
候　

毎
度
御
懇
情
奉
謝
候　

漸
々
押
し
つ
ま
り
昨

今
な
ん
や
彼
や
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
堆
積
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
手
を
つ
け
る
こ
と
お

つ
く
う
に
御
坐
候　

過
般
三
丹
の
印
象
ホ
ト
ト
ギ
ス
新
年
号
う
め
草
草
稿
出
来
候　

画
十
枚
、
下
に
小
文
を
附
し
申
候
が
山
名
氏
に
相
談
致
せ
し
と
こ
ろ
竹
田
を
御
訪
ね

せ
し
翌
日
か
ら
は
小
生
一
人
に
て
う
ろ
つ
き
候
事
に
し
て
下
ら
ぬ
小
文
を
附
し
申
候

間
御
了
恕
被
下
度
願
上
候
（
あ
の
当
時
の
ご
都
合
も
あ
り
し
事
と
存
候
間
）
取
り
急

ぎ
鳥
渡
御
礼
旁
々
得
貴
意
申
候　

十
二
月
十
二
日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

御
机
下

大
正
九
年
十
二
月
十
五
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
亮
三
様

東
京
市
外
代
々
木
一
一
一　

森
田
恒
友

御
手
紙
拝
手
仕
候
又
御
状
中
の
百
金
も
た
し
か
に
入
手
申
上
候　

之
れ
は
絵
巻
の
分

と
の
御
事　

毎
も
愚
作
遅
れ
仕
り
汗
顔
に
存
じ
居
候
際　

前
金
頂
き
候
事
甚
だ
心
苦

し
き
事
に
有
之
候
も
兎
も
角
御
預
り
申
上
置
候　

実
は
長
さ
も
未
だ
成
案
無
之　

何

卒
も
う
少
し
御
宥
免
な
し
被
下
度
奉
願
候　

今
年
も
漸
く
押
し
つ
ま
り
御
忙
し
き
事

と
察
上
候　

よ
き
御
越
年
御
遊
度
希
上
候　

日
の
過
ぐ
る
事
誠
に
早
く
小
生
も
年
末

中
何
か
と
筆
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
堆
積
閉
口
い
た
し
居
候　

先
日
信
州
の
旅
四
日

程
に
候
へ
し
も
島
木
赤
彦
氏
と
二
日
蓼
科
の
湯
に
く
ら
し
参
り
申
候　

今
度
は
じ
め

て
信
州
の
よ
き
方
面
親
し
き
方
面
に
接
し
申
候　

前
便
申
上
候
事
御
高
念　

何
分
願

奉
り
候　

と
り
あ
へ
ず
御
返
事
迄
申
上
候　

十
二
月
十
五
日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様

大
正
十
年
一
月
六
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様
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東
京
代
々
木
一
一
一　

森
田
恒
友

賀
正　

十
年
第
五
日　

御
手
紙
拝
見
仕
候　

昨
秋
は
大
へ
ん
御
厄
介
失
礼
仕
候　

帖

の
こ
と
拝
承　

其
内
何
か
御
目
に
か
け
申
し
度
候

大
正
十
年
二
月
七
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
市
外
代
々
木
山
谷
一
一
一　

森
田
恒
友

拝
啓　

其
後
御
無
音
申
上
失
礼
仕
候　

さ
て
昨
日
酒
粕
御
恵
送
に
預
り
拝
手
申
上
候�

毎
度
御
厚
情
歓
喜
の
至
り
に
奉
存
候　

過
般
竹
田
の
景
御
写
生
文
面
白
く
拝
読　

小

生
に
は
殊
に
思
出
深
く
存
じ
ホ
ト
ト
ギ
ス
中
央
美
術
等
の
新
年
号
愚
文
は
大
に
御
迷

惑
な
り
し
御
事
と
恐
察
い
た
し
申
候　

画
人
に
は
言
論
は
無
く
と
も
の
事
に
つ
き
成

る
べ
く
遠
ざ
か
り
仕
候
も
折
々
責
め
ふ
さ
ぎ
を
い
た
し
愧
入
申
候　

一
昨
当
方
も
雪

に
相
成
七
八
寸
に
至
り
申
し
寒
さ
き
び
し
く
相
成
申
候　

今
年
は
寒
明
け
が
反
っ
て

き
び
し
き
事
か
と
存
候　

冬
季
は
小
生
殆
ん
ど
病
人
様
に
い
ぢ
け
正
月
来
何
も
致
さ

ず
誠
に
困
り
申
候　

木
の
芽
の
頃
と
も
相
成
候
へ
ば
御
参
遊
仕
上
度
候　

御
礼
の
み

如
斯
御
坐
候　

敬
具　

二
月
六
日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

御
吏

大
正
十
年
三
月
十
五
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様　

御
直
申

東
京
市
外
代
々
木
山
谷
一
一
一　

森
田
恒
友

拝
啓　

過
日
は
御
手
紙
難
有
拝
手
候　

春
寒
尚
料
梢
御
清
適
の
御
事
と
存
上
候　

房

総
帖
は
全
く
小
生
の
怠
慢
、
御
詫
申
上
候　

近
き
う
ち
御
送
り
出
来
る
よ
う
可
仕
何

分
不
悪
奉
願
候　

出
来
候
へ
ば
三
丹
帖
を
先
へ
御
目
に
か
け
可
申
か
と
も
愚
考
い
た

し
居
候
、
何
分
と
も
御
了
察
祈
上
候　

五
月
頃
御
来
東
の
由
山
名
氏
よ
り
伝
聞
い
た

し
居
候
待
上
度
候　

昨
今
関
東
の
村
に
梅
満
開
漸
く
春
の
訪
れ
し
感
有
之
候　

敬
具

　

三
月
十
五
日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

御
侍
吏

大
正
十
年
消
印
不
明
（
は
が
き
）（
口
絵
４
）

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
代
々
木
一
一
一　

森
田
恒
友

拝
啓　

過
般
は
失
礼
仕
候　

暑
中
御
障
り
も
御
坐
な
く
候
や　

小
生
今
夏
は
引
籠
り

秋
出
勤
の
心
得
に
候　

暑
中
御
自
愛
祈
奉
候　

七
月
二
十
七
日

十
年　

猛
夏　

恒
友
（
水
彩
画
）

大
正
十
年
九
月
九
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
市
外
代
々
木
山
谷
一
一
一　

森
田
恒
友

御
手
紙
拝
見
仕
候　

や
う
や
く
新
涼
を
覚
候
折
か
ら
御
清
適
賀
上
候　

久
し
く
御
消

息
に
接
せ
ず
候
と
こ
ろ
ご
健
勝
と
き
ゝ
安
ん
じ
申
候　

今
秋
御
地
方
巡
り
の
こ
と
山

名
氏
よ
り
も
す
す
め
ら
れ
居
候　

成
る
べ
く
実
行
い
た
し
度
と
存
居
候
も
い
つ
ご
ろ

発
運
い
た
し
得
ら
れ
候
や　

今
の
と
こ
ろ
決
し
か
ね
居
る
し
ま
つ
に
候　

昨
今
当
方

も
何
か
と
賑
は
ひ
居
り
院
展
も
相
当
多
数
出
品
揃
ひ
居
申
候　

今
の
と
こ
ろ
小
生
ど

も
は
骨
休
め
に
楽
々
見
物
く
に
相
成
居
申
候　

御
書
中
山
名
氏
の
会
の
分
誠
に
愚
作

汗
顔
に
存
じ
御
了
恕
願
入
候　

取
あ
へ
ず
御
返
事
迄　

匆
　々

九
月
九
日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

御
几
下

大
正
十
年
十
月
十
五
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様　

御
侍
史
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東
京
市
外
代
々
木
山
谷
一
一
一　

森
田
恒
友

拝
啓　

愈
々
秋
も
深
く
な
り
行
き
申
候
処　

御
障
り
も
な
き
御
事
と
存
上
候　

本
月

来
の
霧
雨
漸
く
晴
れ
い
で
御
間　

之
れ
よ
り
心
地
よ
き
野
山
を
見
ん
と
楽
し
み
に
い

た
し
候
へ
し
が　

兎
角
何
か
と
気
が
か
り
の
こ
と
つ
か
ひ
居
り
遂
ヽ
旅
心
を
に
ぶ
ら

し
申
候　

今
秋
九
州
よ
り
御
地
方
面
再
遊
の
企
て
は
断
念
い
た
し
申
候　

尤
も
冬
に

で
も
相
成
実
行
い
た
す
や
も
知
れ
ず
候
も　

差
し
当
り
延
期
の
こ
と
に
仕
候
九
州
山

陰
を
廻
り
候
へ
ば
月
余
の
旅
と
相
成
（
そ
の
位
日
が
無
く
て
は
面
白
か
ら
ず
候
）
只

今
の
と
こ
ろ
長
く
家
を
空
け
候
事
困
る
事
情
有
之
に
て
候　

依
っ
て
今
秋
は
関
東
の

小
旅
行
に
て
あ
き
ら
め
可
申
と
存
候　

毎
も
御
す
す
め
下
さ
る
に
申
訳
な
き
心
地
に

候
も
御
了
察
願
上
候　

山
名
氏
の
会
の
も
の
も
未
だ
少
し
の
こ
り
居
り
之
れ
も
近
く

相
済
む
よ
う
い
た
し
度
候　

目
今
関
東
の
野　

も
な
か
〳
〵
よ
ろ
し
く
候　

近
く
四

五
日
出
か
け
申
度
候　

鳥
渡
御
詫
旁
得
貴
意
申
候　

草
　々

十
月
七
日　

恒
友　

西

山
泊
雲
様　

御
几
下

大
正
十
年
十
月
二
十
二
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様　

御
直

東
京
市
外
代
々
木
山
谷
一
一
一　

森
田
恒
友

御
手
紙
拝
見
仕
候　

御
待
下
さ
れ
御
事
と
誠
に
恐
縮
に
存
候　

前
便
申
上
候
よ
う
に

今
秋
関
西
に
旅
立
ち
候
は
ば
ぜ
ひ
月
余
の
日
数
を
欲
し
居
り
候
為
め　

何
か
と
心
に

か
か
り
候
こ
と
を
の
こ
し
て
は
よ
ふ
結
構
し
得
ず　

少
し
延
引
の
楽
し
み
に
い
た
し

を
き
申
度　

何
卒
御
了
察
願
上
候　

昨
秋
の
今
頃
も
思
ひ
い
で
ら
れ
お
目
に
か
か
り

度
万
し
に
候
も
何
分
に
も
ご
寛
恕
願
上
候　

毎
度
御
訊
ね
に
預
り
ま
す
病
人
の
方
早

急
に
ど
う
と
申
す
こ
と
は
無
之
模
様
に
つ
き　

御
安
慮
被
下
度
唯
々
毎
度
の
手
術
を

見
る
こ
と
少
し
つ
ら
き
義
に
御
坐
候　

申
遅
候　

松
茸
多
分
に
御
恵
送
被
下
難
有
存

じ
大
好
物
連
日
賞
味
厚
く
御
礼
申
上
候　

又
御
手
紙
に
御
封
中
の
百
金
入
手
申
上
候

　

兎
も
角
御
う
け
申
上
置
候　

愚
作
遅
延
致
し
重
命
に
感
じ
申
候　

万
謝
申
上
候　

取
急
ぎ　

御
礼
旁
御
返
事
の
み
申
上
候　

敬
具　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

十
月
二
十

二
日

大
正
十
一
年
一
月
四
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
市
外
代
々
木
一
一
一　

森
田
恒
友

賀
正　

大
正
十
一
年　

元
旦

大
正
十
一
年
五
月
二
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
市
外
代
々
木
山
谷
一
一
一　

森
田
恒
友

拝
啓　

若
葉
の
候
と
相
成
申
候　

参
遊
の
御
約
束
あ
り
し
こ
と
思
ひ
つ
つ
日
を
過
し

居
申
候　

山
名
氏
の
談
に
近
く
御
来
東
あ
る
や
に
聞
及
び
申
候
何
卒
御
い
で
被
下
度

　

久
し
御
話
し
致
し
度
こ
と
も
有
之　

此
度
は
ち
と
ゆ
る
〳
〵
お
目
に
か
か
り
度
事

と
存
じ
申
候　

何
日
頃
に
候
や
お
漏
ら
し
被
下
候
ば
幸
甚
に
御
坐
候　

鳥
渡
訪
貴
意

申
候　

草
　々

五
月
二
日　

恒
友　

西
山
泊
雲　

様
御
坐
下

大
正
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
市
府
下
中
野
上
ノ
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

新
春
御
目
出
度
存
候　

昨
冬
は
御
手
紙
頂
き
御
返
事
怠
り
失
礼
申
上
候　

又
御
封
中

の
金
百
も
た
し
か
に
拝
手　

責
任
御
重
ね
候
感
に
て
汗
顔
に
存
候　

黒
豆
も
拝
手　
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毎
も
御
芳
情
唯
々
御
厚
礼
申
上
候　

小
生
昨
夏
画
室
を
作
り
候
も
何
処
落
ち
つ
か
ず

日
を
過
し
候　

今
年
は
少
し
元
気
を
加
へ
居
り
何
か
お
目
に
か
け
得
べ
く
候　

敬
具�

大
正
十
二
年
第
一
日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様

大
正
十
二
年
一
月
九
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
市
中
野
上
ノ
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

拝
呈　

つ
ま
ら
ぬ
小
画
御
送
り
申
上　

御
懇
書
御
丁
寧
の
御
言
葉
に
接
し
唯
々
汗
顔

に
存
候　

実
は
昨
年
頃
よ
り
平
素
極
く
御
懇
情
を
願
ふ
二
三
の
方
へ
唯
其
当
時
の
作

風
を
記
念
す
る
意
味
に
て
（
表
現
の
風
を
記
念
す
る
意
に
て
）
お
目
に
か
け
置
く
気

に
な
り
た
る
に
て
他
意
な
き
作
に
候　

極
く
〳
〵
軽
き
御
心
に
て
御
笑
覧
願
上
候　

昨
秋
度
々
御
懇
書
を
拝
し
な
が
ら
御
返
事
怠
け
申
訳
な
き
こ
と
に
候　

昨
一
年
は
特

に
五
月
頃
よ
り
は
移
転
や
ら
不
健
康
や
ら
に
て
仕
事
も
致
さ
ず
怠
け
居
り　

御
無
音

も
重
ね
候
し
ま
つ
に
て　

慚
愧
の
至
り
に
て
候　

今
年
は
少
し
元
気
も
い
で
候
間
昨

年
の
う
め
合
せ
い
た
し
度
存
念
に
候　

加
へ
て
春
陽
会
と
申
す
会
、
昨
春
の
成
立
、

小
生
も
発
起
者
の
一
人
と
し
て
責
任
も
感
じ
居
り
油
絵
も
作
る
べ
く
存
候　

此
の
月

末
か
二
月
の
中
久
々
に
て
一
度
御
地
へ
参
り
度
き
意
も
候　

尤
も
万
一
都
合
出
来
ぬ

折
は
五
六
月
に
は
必
ら
ず
御
地
に
て
拝
眉
を
得
た
く
候　

都
合
に
候　

成
る
べ
く
は

雪
の
う
ち
御
地
に
一
度
接
し
て
見
度
く
も
存
候　

今
冬
寒
気
殊
更
の
よ
う
に
感
ぜ
ら

れ
候
ご
自
愛
祈
上
候　

敬
具　

一
月
九
日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

御
坐
下

大
正
十
二
年
二
月
十
七
日
消
印

兵
庫
県
水
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
市
外
野
上
ノ
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

拝
啓　

多
忙
去
り
難
き
折
か
ら
お
障
り
も
御
坐
な
く
候
や　

さ
て
二
月
に
な
れ
ば
参

遊
出
来
可
申
か
と
前
便
申
上
置
候
に
又
々
都
合
悪
し
く
な
ど
申
上
て
は
申
訳
も
な
く

残
念
に
も
存
候
も
何
分
何
処
気
忙
き
心
地
に
打
過
し　

遠
方
旅
も
う
暫
ら
く
取
払
ひ

度
何
卒
事
情
を
了
察
御
恕
候
被
下
候
よ
う
奉
願
候　

五
月
か
六
月
に
は
ど
う
で
も
大

阪
へ
参
る
こ
と
と
相
成
べ
く
候　

其
折
は
必
ら
ず
拝
眉
相
楽
し
み
申
候　

さ
て
愚
作

一
葉
先
般
小
展
覧
会
へ
出
品
せ
し
も
の
山
名
氏
の
方
へ
御
送
り
方
托
し
申
候　

小
生

参
上
の
代
り
に
愚
作
御
用
聞
の
よ
う
な
意
味
に
て　

相
存
候
申
上
候　

妙
な
申
分
な

が
ら
御
気
安
く
御
需
め
奉
願
候　

山
名
氏
の
方
の
会
の
分　

鋭
意
勉
強
致
候　

執
筆

ず
み
に
相
成
候　

御
手
元
へ
は
ど
ん
な
も
の
と
な
り
候
や
愚
作
の
み
に
つ
き
心
も
と

な
く
候
も
唯
　々

御
了
察
乞
上
候　

遂
々
手
紙
差
上
る
こ
と
お
っ
く
う
に
致
し
失
礼

に
相
過
候　

時
下
御
自
愛
聞　

一
々
祈
上
候　

草
　々

二
月
十
七
日　

恒
友　

西
山

泊
雲
様　

御
坐
下

大
正
十
二
年
四
月
十
一
日
消
印

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
亮
三
様

東
京
市
外
中
野
町
上
ノ
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

拝
啓　

小
菊
の
花
を
御
恵
送
に
預
り
難
有
御
礼
申
上
ま
す　

先
年
御
地
で
あ
ち
こ
ち

に
可
憐
な
花
を
見
、
熱
望
し
て
居
り
ま
し
た　

さ
っ
そ
く
御
礼
申
上
る
筈
の
処
あ
ち

こ
ち
写
生
に
う
ろ
つ
き
居
り
両
三
日
前
帰
宅
の
し
ま
つ
に
て
延
引
不
悪
願
上
ま
す　

二
三
株
ち
と
あ
や
し
く
候
が
五
六
株
は
生
き
返
り
ま
し
た
、
幸
に
あ
か
と
白
と
黄
と

が
勢
よ
く
な
っ
て
く
れ
る
と
よ
い
と
存
じ
ま
す
。
花
は
可
憐
な
る
を
小
生
愛
深
く
存

じ
ま
す
。
寒
菊
も
結
構
に
御
待
し
て
居
り
ま
す
。
花
を
お
ね
だ
り
す
る
心
を
御
笑
ひ

下
さ
い
。
勝
手
な
が
ら
遠
方
よ
り
の
お
ね
だ
り
に
つ
き
ど
う
か
苔
で
充
分
に
根
を
お

包
み
下
さ
る
よ
う
お
願
申
上
ま
す　

次
に
山
名
氏
は
未
だ
御
地
滞
在
に
候
や
伺
上
候
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実
は
其
後
ち
っ
と
も
見
へ
ま
せ
ん
か
ら
ど
う
し
た
こ
と
か
と
案
じ
て
居
り
ま
す�

と
り
あ
へ
ず
御
礼
旁
得
貴
意
申
上
ま
す　

匆
　々

四
月
十
二
日　

恒
友　

西
山
泊
雲

様　

御
坐
下

大
正
十
二
年
五
月
五
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
中
野
上
ノ
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

御
手
紙
拝
見
仕
候　

春
陽
会
も
昨
日
漸
く
招
待
日
、
今
日
開
会
第
一
日
に
運
び
申
候�

今
月
二
十
七
日
ま
で
を
東
京
、
来
月
中
旬
大
阪
開
会
と
決
定
い
た
し
候
、
小
生
も
来

月
は
大
阪
へ
参
り
申
候　

其
折
は
ぜ
ひ
拝
眉
の
心
得
に
候
、
と
り
あ
へ
ず
御
返
事
の

み
申
上
候　

ま
だ
両
三
日
多
忙
に
て
乍
失
礼
右
要
用
御
返
事
の
み
申
上
し
候　

不
一
、

大
正
十
二
年
六
月
十
九
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
亮
三
様

大
阪
大
川
町
西
照
庵
に
て　

森
田
恒
友

先
日
は
失
礼
申
上
候　

二
十
日
か
二
十
一
日
に
は
参
上
の
筈
を
急
用
事
出
来
仕
候
間

二
十
三
四
日
に
参
上
の
よ
う
可
仕
と
存
じ
何
卒
不
悪
願
上
候　

何
れ
決
定
の
上
も
一

度
申
上
候　

匆
　々

六
月
十
九
日

大
正
十
二
年
六
月
二
十
一
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

二
十
四
日
に
参
上
出
来
そ
う
に
候　

今
夕
京
ト
に
参
り
二
日
を
費
し
可
申
候　

拝
眉

の
上
万
し　

二
十
一
日

大
阪
東
区
大
川
町
西
照
庵　

森
田
恒
友

大
正
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
消
印

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
市
外
中
野
上
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

御
手
紙
と
御
封
中
の
兌
換
券
と
拝
手
申
上
候　

貴
下
に
は
画
債
を
負
ふ
こ
と
に
な
り

お
目
に
か
け
べ
き
愚
作
は
遅
延
の
み
、
汗
顔
の
こ
と
に
候　

御
心
易
し
で
兎
も
角
拝

手
申
上
置
候　

最
早
年
末
に
迫
り
て
何
と
も
致
し
方
な
く
こ
と
に
御
坐
候
も　

今
秋

参
遊
の
こ
と
中
止
に
な
り
し
は
殊
に
残
念
に
存
居
候　

小
生
山
陰
の
風
光
を
静
か
に

賞
し
て
見
度
念
願　

必
ら
ず
相
果
し
可
申
し
候　

震
災
の
影
響
は
出
遊
を
妨
げ
候　

の
み
な
ら
ず
何
か
と
身
辺
に
俗
事
あ
り
て
閉
口
の
事
に
候　

早
々
大
正
十
二
年
を
送

り
至
り
も
の
に
候　

よ
き
御
越
年
念
上
候　

草
　々

師
走
二
十
二
日　

恒
友　

西
山

泊
雲
様

大
正
十
三
年
一
月
四
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
中
野
上
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

年
頭
御
慶

御
手
紙
拝
手
申
上
ま
し
た
、
会
の
方
何
卒
御
継
続
願
度　

又
御
心
持
の
ほ
ど
よ
く
了

解
い
た
し
ま
し
た
何
れ
方
　々

十
三
年
一
月
元
日

大
正
十
三
年
一
月
十
九
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
府
中
野
上
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

拝
復　

度
々
の
地
震
に
お
び
や
か
さ
れ
候
も
此
度
は
被
害
も
僅
少　

乍

御
安
慮
願

上
候　

地
震
も
最
早
大
て
い
打
ち
切
り
な
る
べ
く
、
御
同
様
今
年
は
幸
多
き
年
に
い
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た
し
度
候　

寒
中
御
□
□
祈
上
候

大
正
十
三
年
三
月
九
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
府
中
野
上
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

御
手
紙
及
び
御
封
中
の
も
の　

た
し
か
に
拝
手
い
た
し
候　

只
今
寸
閑
な
く
失
礼
い

た
し
候　

小
閑
次
第
い
ろ
〳
〵
申
上
候　

と
り
あ
へ
ず　

匆
　々

三
月
九
日

大
正
十
三
年
三
月
二
十
二
日
消
印

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様　

御
直

東
京
府
下
中
野
町
上
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

拝
啓　

先
日
は
御
手
紙
及
御
封
中
の
会
費
た
し
か
に
入
手
申
上
候　

其
の
折
多
忙
の

日
を
過
し
申
訳
な
き
失
礼
御
了
恕
願
入
候　

今
年
の
春
陽
会
は
震
災
後
の
状
態
、
程
々

手
造
り
の
事
多
く　

未
だ
目
録
も
お
送
り
出
来
ぬ
し
ま
つ
に
候　

明
後
日
東
京
閉
会

　

三
十
一
日
よ
り
京
ト
に
十
日
間　

其
後
大
阪
に
開
会
の
筈
に
候　

さ
て
御
言
葉
有

之
候
の
出
品
は
御
愧
か
し
き
し
ま
つ　

な
が
な
が
今
年
は
墨
画
素
描
小
品
の
み
と
相

成
一
点
の
水
墨
有
之
候
の
み
、
実
は
も
う
一
点
の
水
墨
作
間
に
合
は
ず
候
間　

大
阪

陳
列
の
際
出
陳
の
心
得
に
候　

就
て
は
そ
れ
を
貴
下
へ
と
存
候　

京
ト
ま
で
は
余
日

な
く
候
間　

大
阪
開
会
の
折
何
卒
後
一
見
被
下
度
候　

小
生
も
成
る
べ
く
下
阪
仕
る

心
得
に
候　

委
細
は
拝
眉
の
折
万
縷
可
仕
候
も　

大
阪
は
四
月
下
旬
大
毎
社
楼
上
と

相
成
る
か
も
知
れ
ず　

会
場
未
定
の
し
ま
つ
に
候　

近
々
確
定
御
報
申
上
候　

展
覧

会
も
何
か
と
心
づ
か
ひ
の
事
多
く
平
素
閑
々
な
る
小
生
閉
口
の
こ
と
多
く
候　

其
後

御
病
状
如
何
に
候
や
御
案
申
上
候　

例
の
旧
作
画
帖
も
近
き
う
ち
何
と
か
事
運
ぶ
よ

う
仕
度
存
候　

と
り
あ
へ
ず　

匆
　々

三
月
二
十
二
日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

御

几
下

大
正
十
三
年
四
月
十
五
日
消
印

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様　

御
直

東
京
府
下
中
野
町
上
ノ
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

拝
啓　

先
日
は
御
手
紙
難
有
存
じ
ま
し
た
、
病
人
の
こ
と
御
心
配
被
下
御
礼
申
上
ま

す
、
実
は
義
父
又
例
の
病
気
再
発
小
宅
に
て
療
養
（
三
ヶ
月
来
）
幸
に
経
過
は
よ
ろ

し
い
の
で
す
が
、
何
分
病
人
を
抱
へ
て
居
り
ま
し
て
仕
事
思
ふ
よ
う
に
出
来
ず
、
其

た
め
に
春
陽
会
へ
の
出
品
も
、
漸
く
素
描
の
み
の
し
ま
つ
で
し
て
、
先
便
貴
下
へ
の

分
を
大
阪
展
へ
ぜ
ひ
出
品
し
度
申
上
ま
し
た
と
こ
ろ
、
右
様
の
し
ま
つ
で
、
一
向
落

ち
つ
か
ぬ
も
の
で
す
か
ら
と
う
〳
〵
今
日
ま
で
出
来
ず
に
し
ま
ひ
ま
し
た
、
私
は
十4

六
日
4

4

の
夜
行
で
大
阪
へ
参
り
、（
大
阪
は
十
九
日
招
待
日
、
二
十
日
初
日
）、
何
や
彼

や
と
心
忙
し
く
、
御
言
葉
に
甘
へ
て
誠
に
汗
顔
に
存
じ
ま
す
が
、
右
様
の
し
ま
つ
に

つ
き
何
分
と
も
御
仁
恕
仰
ぎ
度
存
じ
ま
す
、
幸
に
大
阪
で
拝
眉
出
来
ま
し
た
ら
万
縷

申
上
度
存
じ
ま
す
、
十
八
、
十
九
は
大
毎
へ
つ
め
か
け
ま
す
、（
会
場
は
大
毎
楼
上
で

す
）
宿
は
、
元
の
大
毎
社
前
、
大
川
町
、
西
照
庵
と
い
ふ
小
さ
な
宿
屋
で
す
。
二
十

一
日
に
京
ト
へ
で
も
ご
同
行
一
日
ゆ
っ
く
り
御
清
談
の
上
、
御
別
れ
出
来
れ
ば
嬉
し

く
存
じ
ま
す
、
参
上
出
来
れ
ば
お
宅
へ
参
り
ま
す
が
（
病
人
の
都
合
で
一
日
も
早
く

帰
宅
の
心
づ
も
り
で
す
）
委
細
は
拝
眉
之
上
申
直
度　

其
折
御
詫
申
上
度
存
じ
ま
す

　

取
り
急
ぎ　

四
月
十
四
日
夕　

恒
友　

西
山
泊
雲
様

大
正
十
三
年
四
月
十
九
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

大
阪
東
区
大
川
町
西
照
庵
方　

森
田
恒
友
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拝
啓　

小
生
昨
日
大
阪
へ
参
り
申
候　

此
度
は
家
の
事
情
に
て
一
日
早
く
帰
宅
の
こ

と
に
仕
度
乍
残
念
御
伺
い
も
し
か
ね
申
候　

大
阪
の
用
事
の
都
合
に
て
二
十
二
日
ま

で
滞
在
の
こ
と
と
相
成
候　

二
十
一
日　

京
ト
に
て
□
□
□
御
拝
眉
し
度
存
じ
へ
し

が
右
様
の
都
合
に
相
成
失
礼
仕
度
く
滞
阪
す
る
こ
と
相
成
申
候

大
正
十
三
年
四
月
三
十
日
消
印

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様　

御
侍
史

東
京
市
外
中
野
町
上
ノ
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

拝
啓　

此
間
は
久
々
に
て
拝
眉
嬉
し
く
存
候　

唯
々
ゆ
る
〳
〵
御
清
談
も
な
し
不
得

事
残
念
に
存
候
何
分
と
も
展
覧
会
事
務
員
と
し
て
の
際
不
悪
御
仁
恕
願
入
候　

翌
夜

御
舎
弟
に
再
び
拝
姿
数
時
御
懇
談
い
た
し
候　

お
耳
に
入
れ
候
淀
川
帖
（
新
緑
帖
と

な
り
居
候
）
は
自
慢
云
々
の
ほ
ど
の
も
の
に
無
く
候
も　

年
代
記
念
の
意
味
に
て
御

懇
情
も
願
ふ
貴
下
の
有
と
願
ふ
つ
も
り
に
候　

お
送
り
候
途
中
不
安
に
つ
き
御
来
東

を
仕
上
申
候　

こ
れ
よ
り
薄
暑
の
好
季
に
向
ひ
候
来
月
あ
た
り
如
何
に
候
や　

御
心

配
被
下
候
小
宅
病
人
も
幸
に
異
状
な
く
快
き
方
に
有
之
候　

実
は
小
生
帰
宅
早
々
少

し
腹
を
い
た
め
引
籠
り
遂
々
御
消
息
を
怠
り
申
候　

と
り
あ
へ
ず　

草
　々

四
月
二

十
九
日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

御
坐
下

大
正
十
三
年
六
月
十
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
市
外
中
野
町
上
ノ
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

御
手
紙
拝
し
な
が
ら
少
々
不
沙
汰
い
た
し
御
返
事
延
引
失
礼
申
上
候　

ア
ラ
ラ
ギ
只

今
外
へ
参
り
居
る
も
の
多
く
且
つ
小
生
手
元
の
も
の
も
切
り
抜
き
な
ど
い
た
し
居
り

揃
ひ
得
る
だ
け
と
り
集
め
て
見
申
べ
く
候　

と
り
あ
え
ず
御
返
事
の
み
、
御
上
京
御

待
申
居
候　

六
月
九
日　

ハ
ガ
キ
に
て
失
礼
御
免
ひ
て
存
候
可
れ
ゆ
る
〳
〵

大
正
十
三
年
十
月
十
二
日
消
印

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
府
下
中
野
町
上
ノ
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

拝
啓　

其
後
御
無
沙
汰
致
候　

秋
雨
の
鬱
陶
し
き
折
か
ら
御
障
り
も
な
く
大
慶
に
存

じ
上
候　

秋
の
拝
眉
を
楽
し
み
居
り
ま
し
た
處　

段
々
遅
延
に
て
汗
顔
に
存
じ
ま
す�

事
情
を
申
上
て
御
了
察
を
願
上
ま
す　

例
の
愚
父
の
病
気
も
何
分
此
處
一
ヶ
月
位
が

危
険
ら
し
き
医
師
の
言
に
よ
り　

遠
く
旅
す
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
過
般
来
出
し

ぶ
っ
て
居
り
ま
す　

度
々
斯
か
る
こ
と
を
お
耳
に
入
れ
と
も
な
く
遂
ひ
〳
〵
御
無
沙

汰
致
候　

申
上
て
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
ど
う
か
何
分
愚
情
御
寛
察
を
仰
ぎ
ま
す�

経

過
次
第
に
よ
り
て
は
冬
に
入
り
て
も
一
度
ぜ
ひ
参
遊
し
度
存
じ
ま
す　

私
も
近
来
い

ろ
〳
〵
事
情
に
し
ば
ら
れ
て
旅
行
も
せ
ず
従
っ
て
画
作
の
遅
々
た
る
の
を
遺
憾
に
存

じ
て
居
り
ま
す
が
近
く
拝
上
出
来
れ
ば
何
か
せ
め
て
愚
作
を
見
て
頂
く
こ
と
に
し
度

く
存
じ
ま
す　

先
日
の
御
手
紙　

花
の
帖
の
こ
と
も
心
に
か
ヽ
つ
て
居
り
ま
す　

と

り
あ
へ
ず　

お
詫
を
申
上
ま
す　

御
躰
を
お
大
切
に
願
上
ま
す　

草
　々

十
月
十
一

日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

御
机
下

大
正
十
三
年
十
月
二
十
一
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
府
下
中
野
町
上
ノ
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

御
手
紙
拝
見
申
上
候　

来
月
初
旬
御
来
京
の
由
に
て
拝
眉
楽
し
み
居
候　

御
待
申
居

候　

小
生
事
情
に
追
は
れ
不
本
意
に
過
し
居
候　

汗
顔
に
存
候　

拝
姿
の
上
申
直
候�

十
月
二
十
一
日　

昨
今
涼
気
身
に
沁
み
申
候　

御
躰
御
大
切
に
願
上
候
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大
正
十
三
年
十
月
二
十
三
日
消
印

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
府
下
中
野
町
上
ノ
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

拝
啓　

今
日
松
茸
拝
手
申
候　

難
有
御
礼
申
上
候　

今
年
は
特
に
貴
く
賞
味
い
た
し

申
候　

来
月
御
来
京
ぜ
ひ
〳
〵
御
待
申
候　

此
度
御
尋
ね
被
下
候
愚
父
幸
に
目
下
少

し
く
安
静　

乍

御
休
意
被
下
度
候　

委
細
拝
眉
万
縷
致
候　

と
り
あ
え
ず　

御
礼

迄　

匆
　々

十
月
二
十
二
日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

御
机
下

大
正
十
三
年
十
一
月
十
二
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
府
下
中
野
町
上
ノ
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

拝
啓　

先
日
は
誠
に
御
粗
末
失
礼
申
上
候　

あ
の
翌
日
御
来
事
あ
る
か
と
心
待
ち
い

た
し
居
候
へ
し
が
、
残
念
に
存
候　

実
は
其
の
一
日
後
久
し
ぶ
り
芋
銭
氏
来
訪
あ
り

候
も
生
憎
国
元
へ
病
父
見
舞
に
参
り
居
り
面
唔
を
得
ず
し
ま
つ　

重
ね
〳
〵
残
念
に

存
候　

日
増
向
寒
の
折
か
ら
御
自
愛
祈
上
候　

草
々

大
正
十
三
年
十
一
月
十
三
日
消
印

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
府
下
中
野
字
上
ノ
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

先
日
は
御
粗
末
に
て
汗
顔
に
存
候　

御
願
申
上
候　

十
便
十
宜
写
真
早
速
御
送
り
を

得　

嬉
し
く
存
じ
ま
す　

大
形
の
よ
さ
も
得
ら
れ
候
は
ば
至
妙
に
は
候
へ
ど
も　

あ

れ
だ
け
で
も
結
構
に
て
厚
く
御
礼
申
上
ま
す　

猶
大
雅
印
刷
一
枚
も
難
有
落
手　

あ

れ
は
ち
と
骨
ぽ
き
方
の
大
雅
と
存
ぜ
ら
れ
候
が　

名
手
の
風
格
、
好
参
考
に
御
坐
候�

十
便
十
宜
帖
の
二
名
家
の
対
比
は
誠
に
後
世
の
吾
々
に
示
教
多
き
も
の
に
て
候　

先

日
は
久
し
拝
眉
に
係
ら
ず
下
ら
ぬ
御
話
な
ど
申
上
し
よ
う
に
て
汗
顔
に
存
じ
ま
す　

ほ
ほ
づ
き
図
遂
ひ
差
し
出
し
は
せ
し
も
の
　ヽ

何
や
ら
自
信
な
き
点
あ
り
後
日
再
考

の
事
に
願
っ
て
置
き
ま
す　

と
り
あ
へ
ず
御
詫
旁
々
御
礼
迄　

草
　々

十
一
月
十
三

日　

恒
友　

西
山
泊
雲
様　

御
坐
下

大
正
十
三
年
十
二
月
十
九
日
消
印
（
は
が
き
）

兵
庫
県
氷
上
郡
竹
田
村
中
竹
田　

西
山
泊
雲
様

東
京
市
外
中
野
上
ノ
原
八
〇
五　

森
田
恒
友

拝
啓　

昨
日
黒
豆
あ
り
が
た
く
拝
手
申
上
候　

御
礼
申
上
候　

歳
末
御
察
忙
中
御
厚

情
多
謝
に
至
り
上
候　

よ
き
年
御
迎
へ
被
遊
度
念
上
候　

草
　々

師
走
十
九
日

解
題

　

森
田
恒
友
（
一
八
八
一
―
一
九
三
三
）
の
有
力
な
支
援
者
と
し
て
、
芝
川
照
吉
（
一

八
七
一
―
一
九
二
三
）、
鹿
島
龍
蔵
（
一
八
八
〇
―
一
九
五
四
）、
田
代
与
三
久
（
一

八
七
一
―
一
九
五
四
）
ら
と
並
び
、
西
山
泊
雲
（
本
名
・
亮
三　

一
八
七
七
―
一
九

四
四
）
が
上
げ
ら
れ
る
。
兵
庫
県
丹
波
の
酒
造
業
を
営
む
西
山
は
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

に
寄
稿
す
る
俳
人
で
も
あ
っ
た
（
註
１
）。

　

西
山
家
に
は
西
山
泊
雲
宛
恒
友
書
簡
が
百
八
十
九
通
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
二
人
の

交
遊
が
そ
れ
に
よ
っ
て
詳
し
く
辿
れ
る
。
二
〇
一
九
年
開
催
の
『
森
田
恒
友
展
』
図

録
（
註
２
）
に
そ
の
う
ち
六
通
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
他
の
書
簡
も
、
恒
友
と
同
時
代

の
画
家
研
究
の
た
め
に
貴
重
な
記
録
で
あ
る
た
め
、
本
紀
要
に
分
載
し
て
そ
の
す
べ

て
を
翻
刻
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
本
稿
は
そ
の
初
回
と
し
て
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）

年
か
ら
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
か
け
て
恒
友
か
ら
西
山
に
送
ら
れ
た
書
簡
を
紹
介
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す
る
も
の
で
あ
る
。

　

大
正
八
年
六
月
か
ら
十
二
月
の
書
簡
に
お
い
て
は
、
平
福
百
穂
と
恒
友
に
よ
る
共

同
の
画
帖
を
西
山
が
依
頼
す
る
内
容
で
あ
る
。
西
山
と
美
術
家
た
ち
と
の
交
流
は
、

大
正
四
年
の
高
浜
虚
子
に
よ
る
子
規
輪
読
会
で
百
穂
と
親
し
く
な
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
あ
っ
た
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
註
３
）。
そ
の
後
西
山
は
と
り
わ
け
小
川
芋
銭
と

深
い
親
交
を
結
び
、
こ
の
際
の
百
穂
・
恒
友
画
帖
の
題
字
を
依
頼
す
る
候
補
者
の
中

に
、
芋
銭
の
名
前
も
見
え
る
。
す
で
に
西
山
と
恒
友
が
、
俳
句
を
介
し
て
共
通
す
る

人
脈
を
持
つ
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

大
正
九
年
十
月
、
恒
友
は
小
杉
未
醒
、
倉
田
白
羊
、
長
谷
川
昇
、
山
本
鼎
、
足
立

源
一
郎
と
と
も
に
日
本
美
術
院
を
脱
退
す
る
。
そ
の
と
き
に
一
同
で
印
刷
し
た
と
思

わ
れ
る
挨
拶
葉
書
も
西
山
に
届
け
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）。

　

こ
の
十
月
末
に
恒
友
は
初
め
て
丹
波
竹
田
の
西
山
宅
を
訪
れ
る
。
泊
雲
居
と
名
付

け
ら
れ
た
家
は
、
西
山
の
酒
造
場
に
隣
接
し
、
平
福
百
穂
、
小
川
芋
銭
、
小
川
千
甕
、

石
井
柏
亭
な
ど
も
訪
れ
た
瀟
洒
な
庵
で
あ
る
（
図
２
）。
恒
友
は
そ
の
後
北
近
畿
地

方
を
巡
っ
た
よ
う
で
、
十
一
月
五
日
に
は
丹
後
久
美
浜
、
八
日
に
は
竹
野
で
描
い
た

絵
葉
書
を
西
山
に
宛
て
て
送
っ
て
い
る
（
口
絵
３
）。
九
日
に
は
竹
田
の
西
山
宅
に

戻
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
際
の
旅
行
の
様
子
は
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
翌
年
正
月
号

に
「
三
丹
の
印
象
」
と
し
て
挿
絵
付
き
で
紹
介
さ
れ
た
（
註
４
）。
行
程
を
そ
れ
に
よ
っ

て
補
う
と
、
丹
波
竹
田
か
ら
大
江
山
の
麓
を
歩
き
、
日
本
海
側
の
宮
津
へ
向
か
う
。

天
橋
立
に
宿
を
取
っ
た
後
、
乗
り
合
い
自
動
車
を
使
っ
て
蕪
村
の
住
ん
だ
与
謝
郡
を

周
り
、
野
中
を
経
由
し
て
城
之
崎
温
泉
に
宿
泊
。
切
濱
、
竹
野
に
数
日
を
過
ご
し
、

竹
田
の
泊
雲
居
に
戻
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
丹
波
か
ら
丹
後
、
但
馬
を
め
ぐ

る
大
旅
行
と
な
っ
た
。
な
お
こ
の
旅
行
に
は
、
俳
句
関
係
者
と
思
わ
れ
る
山
名
一
二

と
も
う
一
人
が
同
行
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
帰
途
に
は
奈
良
に
旅
行
、
秋
篠
寺
と
唐

招
提
寺
付
近
を
散
策
し
た
と
い
う
。
お
よ
そ
半
月
後
の
十
一
月
十
四
日
に
東
京
の
自

宅
に
戻
っ
て
い
る
。

図１　院雲脱退通知

図２　泊雲居
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次
い
で
恒
友
は
十
一
月
二
十
一
日
に
《
閑
庭
》
を
西
山
に
送
付
、
十
二
月
十
五
日

に
は
代
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
こ
の
年
五
月
の
聖
徳
太
子
記
念
美
術
展
覧
会
に
水

彩
《
湖
畔
閑
庭
》
を
出
品
し
て
お
り
（
註
５
）、
そ
の
作
品
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
そ

の
後
も
度
々
西
山
が
恒
友
に
作
品
を
依
頼
し
、
買
い
上
げ
る
様
子
が
登
場
す
る
。

　

大
正
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
は
恒
友
の
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
、
ま
た
十
一

年
夏
に
は
画
室
を
新
築
、
代
々
木
上
原
か
ら
中
野
上
ノ
原
に
転
居
す
る
な
ど
多
忙
で
、

西
山
と
は
書
簡
の
や
り
と
り
だ
け
で
あ
っ
た
。《
房
総
帖
》《
三
丹
帖
》
と
い
う
画
帖

の
構
想
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
完
成
し
た
か
定
か
で
な
い
。
こ
の
間
、
黒

豆
、
小
豆
、
松
茸
と
い
っ
た
丹
波
名
産
や
、
西
山
の
家
業
な
ら
で
は
の
酒
粕
を
贈
ら

れ
た
の
に
対
す
る
礼
状
も
含
ま
れ
る
。

　

十
一
年
一
月
に
は
恒
友
は
院
展
を
脱
退
し
た
仲
間
と
と
も
に
春
陽
会
を
結
成
し
て

い
る
が
、
西
山
に
報
告
し
た
の
は
大
正
十
二
年
一
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
と
、
翌
月

に
小
品
を
一
点
ず
つ
送
付
し
て
い
る
。

　

春
陽
会
は
、
毎
年
五
月
に
東
京
で
展
覧
会
を
行
っ
た
後
、
大
阪
に
も
巡
回
し
て
い

る
。
恒
友
が
大
阪
展
の
実
務
者
と
し
て
毎
年
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
西
山

と
会
う
機
会
が
増
え
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正
十
二
年
の
六
月
、
大
阪
の
展
覧
会
場
に

恒
友
を
西
山
が
訪
れ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
後
恒
友
は
滞
在
先
の
西
照
庵
か
ら
西
山
に

宛
て
て
、
京
都
を
経
由
し
て
丹
波
を
訪
れ
た
い
と
い
う
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
し
か

し
そ
れ
は
か
な
わ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
秋
に
も
再
訪
が
予
定
さ
れ
た
が
、
関
東

大
震
災
の
た
め
に
中
止
に
な
っ
た
。

　

十
三
年
四
月
に
も
恒
友
は
春
陽
会
大
阪
展
に
赴
き
、
出
品
す
る
水
墨
作
品
が
東
京

展
に
は
間
に
合
わ
ず
、
大
阪
展
に
出
す
予
定
で
そ
れ
を
西
山
に
贈
る
旨
伝
え
て
い
る
。

い
ま
だ
震
災
の
混
乱
が
収
ま
ら
ず
、
目
録
の
完
成
も
遅
れ
て
い
る
こ
と
も
記
す
。
結

局
こ
の
水
墨
は
完
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
阪
展
会
場
に
西
山
が
駆
け
つ
け
た
よ
う

で
、
会
っ
て
《
淀
川
帖
（
新
緑
帖
）》
を
見
せ
、
西
山
に
譲
る
と
し
て
い
る
。

　

秋
十
一
月
に
は
西
山
が
東
京
の
恒
友
を
訪
ね
た
が
、
折
悪
し
く
埼
玉
の
実
家
に
義

父
の
見
舞
い
で
留
守
に
し
て
お
り
、
会
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
翌
日
は
芋

銭
も
恒
友
を
訪
ね
た
が
こ
れ
も
会
え
な
か
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
年
に
は
、
恒
友
の
所
蔵
す
る
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
を
西
山
に
貸
し
た
り
、
ま
た
西

山
の
所
蔵
す
る
《
十
便
十
宜
図
》
の
写
真
図
版
を
恒
友
が
借
用
す
る
な
ど
も
し
て
い

る
。
恒
友
が
丹
波
を
訪
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
画
家
と
支
援
者
と
い
う
の
み
な

ら
ず
、
絵
や
文
学
に
つ
い
て
語
り
合
う
友
人
と
し
て
親
交
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と

を
感
じ
さ
せ
る
。

�

（
ま
す
ぶ
ち　

き
ょ
う
こ
／
専
門
学
芸
員
）

註

⑴　

恒
友
の
支
援
者
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
増
渕
鏡
子
「
森
田
恒
友
の
支
援
者
た
ち
―
会
津
と

丹
波
を
中
心
に
」『
森
田
恒
友
展
』
図
録　

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館　

福
島
県
立
美
術
館　

二
〇
一
九
年　

一
六
二
―
九
頁　

に
報
告
し
て
い
る
。

⑵　

前
掲
⑴
図
録
、
一
八
〇
―
二
頁　

に
六
通　

翻
刻
掲
載
。

⑶　

北
畠
健
編
『
芋
銭
・
泊
雲　

来
往
書
簡
集
』
西
山
裕
三　

二
〇
一
八
年

⑷　

森
田
恒
友
「
三
丹
の
印
象
」『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
第
二
十
四
巻
四
号　

一
九
二
一
年
一
月　

一
四
五
―
一
五
四
頁

⑸　
「
展
覧
会
月
評
」『
中
央
美
術
』
第
六
巻　

第
六
号　

一
九
二
〇
年
六
月　

一
二
〇
頁

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
西
山
裕
三
氏
、
森
田
恒
之
氏
の
ご
高
配
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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森田恒友　西山泊雲宛書簡　翻刻㈠
 増渕　鏡子（専門学芸員）

　兵庫県丹波で酒造業を営んだ西山泊雲（本名・亮三　1877-1944）は、画家・森田恒友（1881-1933）
の有力な支援者であった。本稿では、恒友から西山に宛てた189通の書簡を翻刻して掲載し、その交
遊について紹介する。第一回目は1919年６月から1924年12月にかけての47通である。
　1919年６月の書簡によれば、西山は平福百穂や俳句の関係者を通じて恒友と知り合ったようであ
る。画帖の依頼などのやりとりを経て、1920年10月末には恒友が丹波の西山宅を訪ねる。このとき恒
友は丹後地方、天橋立、城之崎温泉にも旅行する。11月には《閑庭》を西山に買い上げられる。
　この間、恒友は小杉未醒、倉田白羊らとともに日本美術院を脱退、1922年には新しい洋画団体、春
陽会を結成する。1923年６月の春陽会展から、恒友は実務者として毎年大阪に赴く。二人は1923、
1924年には、大阪の展覧会場で会い、交友が深まる。

Morita Tsunetomo: Transcription of Letters to Nishiyama Haku’un (1)

Masubuchi Kyoko (Curator, Fukushima Prefectural Museum of Art)

　Nishiyama Haku’un (1877-1944) was the penname of Nishiyama Ryozo, a sake brewer and haiku poet in 

Tanba, Hyogo Prefecture who was a major patron of the painter Morita Tsunetomo (1881-1933). This 

publication, the first in a series transcribing 189 handwritten letters that Tsunetomo wrote to Haku’un, presents 

47 letters covering the period from June 1919 to December 1924 and explores the two men’s artistic and 

personal relationship.

　According to a letter from June 1919, Haku’un seems to have been introduced to Tsunetomo through the 

painter and poet Hirafuku Hyakusui and other haiku figures of the time. At the end of October 1920, Tsunetomo 

visited Haku’un’s house in Tanba following an exchange of letters about a painting commission. On the same 

trip, Tsunetomo also traveled to the Tango region, visiting the Amanohashidate Sandbar and Kinosaki Hot 

Springs. In November, Haku’un purchased the painting Kantei (Quiet Garden) from Tsunetomo. During this 

time, Tsunetomo left the Nihon Bijutsuin Japanese-style painting society along with Kosugi Misei, Kurata 

Hakuyo, and several other artists. In 1922 they formed a Western-style painting society, the Shun’yokai. Starting 

with the first Shun’yokai exhibition in June 1923, Tsunetomo travelled to Osaka every year. There, in 1923 and 

1924, he met Haku’un and the two men deepened their friendship.


